ダンス ガクシュウ ノ ドウキズケ ニ カンスル テキスト マイニング ブンセキ チュウガクセイ ノ ゲンダイテキ ナ リズム ノ ダンス ノ ジュギョウ オ ジレイ トシテ by 内山 須美子 et al.
原著論文
71
白鷗大学教育学部論集
2013, ７（１）, 71−108
　An investigation was conducted of 134 seventh and eighth grade 
students for the purpose of analyzing enjoyment and embarrassment 
while learning “Modern Rhythm Dance.”  The following conclusions were 
reached as a result.
1.Subjects felt enjoyment as well as a sense of capability during the 
target class.  However, they also felt embarrassment at the same time. 
A moderate level of positive correlation was seen between a sense of 
capability and enjoyment, while a slightly negative correlation was 
seen between a sense of capability and embarrassment, as well as 
between embarrassment and enjoyment.  Furthermore, it was felt that 
girls enjoyed cheering dance more so than lock / hip-hop dance.
2.Subjects felt enjoyment in both the “learning process” and the “dancing 
process” in what was taught, but they felt that the latter was more 
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enjoyable, and it was suggested that enjoyment was intensified by 
dancing with “smiles” after turning on the “music” “together with 
friends.”  The contents of the lesson were a factor in feelings of 
enjoyment when the technical level of the students was met.
３.The majority felt enjoyment when they could dance after “learning 
choreography,” “being with everyone,” “synchronizing with the 
music” and “doing well without making a mistake.”  Though in the 
minority, four other groups could be recognized: “When learning 
new choreography”; “When dancing”; “When dancing with smiles 
throughout”; and “When able to dance.”
4.Feelings of embarrassment in subjects can be roughly classified as 
“unease due to nervousness around others,” such as times of “recital, 
showing others, being watched, being photographed,” and “showing 
one’s own failure,” such as when one “makes a mistake, fails or could 
not perform.”  It was suggested that both had a mutual relationship.
5.The majority fell into two groups: “Group that feels embarrassment 
when showing one’s own failure” and “Group that feels unease due 
to nervousness.”  Another two groups in the minority were “When 
I’m being watched” and “When divided by gender and watched by 
each other.”  Furthermore, it was shown that among lock & hip-
hop learners, many learners with a low sense of capability felt 
embarrassment when their own mistakes were shown.
１．諸言
　昭和52年の指導要領改訂では、「楽しさ」の体験の累積によって運動への
志向性が形成され運動への継続的参加を促すことが喚起された。この「楽
しさ」という言葉は、「内発的動機付けという形での個人と運動のかかわ
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り」（杉原、2008）を意味している。その楽しさを得る過程には、辛いとか
苦しいなどのネガティブな感情が伴うこともあるが、それらを克服するこ
とによって得られる「自己決定と有能さの認知」（杉原、2008）が、楽しい
という言葉の内実である。それ故、楽しさを味わわせるダンスの授業を実
践しようとすれば、愉快な感情をもたらすにとどまらず、ダンスに対して
内発的に動機づけられるように組織される必要がある。
　しかし、ダンスの授業においては、内発的動機づけを妨げるであろう
生徒側の問題点のひとつとして「恥ずかしさ」があげられている（水谷、
1988）。学習指導要領解説では、「踊る」「創る」「観る（発表する）」がダン
スの学習内容となっており、それ故、ダンス学習は、他者の視界というス
テージに立って自己呈示し、評価されることを前提としている。恥ずかし
いという感情は生後22か月には既に芽生え、思春期は他者の目に映る自分
を意識しやすいという点では、他の年代と比較してピークとなる年代であ
り（菅原、1986）、「人の視線が気になる」「集団に溶け込めない」など、対
人恐怖的な悩みを自覚しやすい年代である（堀井、1997）。その上、堤が、
友人関係において最も恥ずかしさを感じるのは、「気心知れた友人」と「全
く知らない他人」の中間に位置する「顔見知り」である（堤、1992）こと
を示唆するように、身内でも全くの他人でもないクラスメイトはこれにあ
たる。恥ずかしさが生じやすい空間で、恥ずかしさを感じやすい年代の子
どもたちが、自分はどう見られるのかと心配せねばならないダンス学習は、
恥ずかしさを感じさせる条件が十分過ぎるほど揃っている。それ故、水谷
が述べるように、教師にとっても子どもにとっても、「恥ずかしさ」がダン
ス学習を困難にする問題となってきた経緯がある。子どもたちの審美的な
ものの見方を涵養することは、ダンスのひとつの教育的意義であるが、チ
クセントミハイが、審美的経験は「注意を向ける」という心的エネルギー
によって開始されると述べるように（M.チクセントミハイ・E.L.ハルトン、
2009）、そのような経験をさせるには、ともすれば自我意識にもたらされや
すい子どもたちの注意集中をダンスに向けさせることが大切となる。
内山　須美子・松尾　健太・奥山　美希
74
　以上のことから、楽しさや恥ずかしさについて考察することは、ダンス
の授業実践における動機づけとの関係でとても重要な課題となるが、これ
までのダンス学習の楽しさや恥ずかしさに関する研究（麻生1988、古木
2010、畑野1988、林ら2000、東原1991）は全て創作ダンスに関するもので
ある。そこで、本研究では、平成10年度の学習指導要領改訂でダンスの学
習内容となった「現代的なリズムのダンス」の楽しさと恥ずかしさについ
て考察を加えることを目的とした。
２．研究の方法
２．１．調査対象と調査方法
　市立K中学校の生徒150名にlock＆hiphopダンスとチアダンスの授業を
行った後、調査を行い、授業以外でのダンス経験（ダンススタジオ等）が
ない134名（男子34名、女子100名）を分析対象とした。調査票は、授業を
担当した講師を介して生徒に配布され、回答終了後に回収された。
２．２．調査授業
　平成23年度「ダンス：現代的なリズムのダンス」全８回のうちの第5回
の授業を調査の対象とした。
　全８回の授業では、第1学年は「チアダンス」、第2学年は「lock＆hiphop
ダンス」を教材とした。第2回～第5回の授業では、一斉指導によって教
師がステップや技を教え、次にそれらを組み合わせたコンビネーションを
音楽に合わせて踊り、その後、生徒同士でグループごとに練習し、見せ合
うという流れで毎回の授業が構成された。第６回～第7回の授業は発表会
前の練習、第８回の授業は発表会であった。それぞれの授業の内容は次の
通りである。
⑴　モデル授業の構成：資料1、2に示した。
⑵　モデル授業で使用した運動内容：資料３に示した。
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２．３．調査内容
⑴　ダンスの楽しさに関する項目
　質問文は「ダンスの授業は楽しかったですか」であった。回答方法は、
「とても楽しかった⑺」から「とてもつまらなかった⑴」の7段階で評定す
るように求めた。また、ダンスの楽しさについて自由記述での回答を求め
た。質問文は「どんな時に楽しいと感じましたか」であった。　
⑵　ダンスの有能感に関する項目
　質問文は「ダンスはできたと思いますか」であった。回答方法は、「とて
もよくできた⑺」から「全くできなかった⑴」の7段階で評定するように
求めた。
⑶　ダンスの恥ずかしさに関する項目
　質問文は「ダンスの授業で恥ずかしい時はありましたか」であった。回
答方法は、「いつも恥ずかしかった⑺」から「全く恥ずかしくなかった⑴」
の7段階で評定するように求めた。また、ダンスの恥ずかしさについて自
由記述での回答を求めた。質問文は「どんな時に恥ずかしいと感じました
か」であった。　
２．４．調査時期
　2013年３月
２．５．統計解析方法
　本研究では、「現代的なリズムのダンス」の授業に対して中学生が感じ
た「楽しさ」と「恥ずかしさ」の自由記述を対象に、テキストマイニング
を行った。分析手法は、キーワードの頻出度を一覧表にする他、コレスポ
ンデンス分析によって、結びつきの強い単語同士をグループ化し、各単語
間の関係を視覚的に構造化した。これらを通じて、中学生の回答をデータ
として、ダンスの授業の楽しさと恥ずかしさについて考察にした。解析に
はIBM社のSPSS Text Analytics For Surveys 3.0 Japaneseを使用した。
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３．結果
３．１．単純集計及び平均の差の検定
　アンケート調査票の回収率は100％であった。
　データ構成を以下に示す。
人数
全体 134
性別（男） 34
性別（女） 100
ダンスの種類（チアダンス） 54
ダンスの種類（lock・hiphop） 80
　楽しさ、有能感、恥ずかしさに関する度数分布及び平均値と標準偏差を
表1−1、1−2、1−３、1−4に示した。
表1−1　度数分布：ダンスの楽しさ（n=134）
度数 パーセント
とてもつまらなかった 2 1.5
つまらなかった 1 0.7
少しつまらなかった 6 4.5
わからない 10 7.5
少し楽しかった 27 20.1
楽しかった 42 31.3
とても楽しかった 46 34.3
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表1−2　ダンスの有能感（n=134）
度数 パーセント
全くできなかった 1 0.7
できなかった 2 1.5
あまりできなかった 14 10.4
わからない 20 14.9
少しできた 45 33.6
できた 38 28.4
とてもよくできた 13 9.7
欠損値 1 0.7
表1−3　ダンスの恥ずかしさ（n=134）
度数 パーセント
全く恥ずかしくなかった 9 6.7
ほとんど恥ずかしくなかった 16 11.9
あまり恥ずかしくなかった 16 11.9
わからない 13 9.7
たまに恥ずかしかった 53 39.6
だいたい恥ずかしかった 23 17.2
いつも恥ずかしかった 4 3.0
表1−4　平均値と標準偏差（n＝134）
平均値 標準偏差
ダンスの授業は楽しかったですか 5.75 1.30
ダンスはできたと思いますか 5.05 1.23
ダンスの授業で恥ずかしいときはありましたか 4.27 1.58
　度数分布と平均値の結果から、学習者の85.7％（とても楽しかった、楽
しかった、少し楽しかったの合計）が楽しかったと感じ、6.7％（とてもつ
まらなかった、つまらなかった、少しつまらなかったの合計）がつまらな
かったと感じていた。対象者の大多数がダンスを楽しいと感じた様子が窺
える。有能感に関しては、学習者の71.7％（とてもよくできた、できた、
少しできたの合計）ができたと感じ、12.6％（全くできなかった、できな
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かった、あまりできなかったの合計）ができなかったと感じていた。殆ど
の対象者が有能感を感じられた様子が窺える。一方、学習者の59.8％（い
つも恥ずかしかった、だいたい恥ずかしかった、たまに恥ずかしかったの
合計）が恥ずかしいと感じており、恥ずかしくなかったと答えた対象者は
30.5％（全く恥ずかしくなかった、ほとんど恥ずかしくなかった、あまり
恥ずかしくなかったの合計）であった。
　また、相関係数を算出したところ、「楽しさ」と「有能感」の間に中程度
の正の相関（.654）がみられ、「楽しさ」と「恥ずかしさ」、「有能感」と
「恥ずかしさ」の間には弱い負の相関（−.260，−.332）がみられた。
　更に、「楽しさ」、「有能感」、「恥ずかしさ」は、それぞれ性別、ダンスの
種類による評価の差があるかどうかをみるためにMann-WhitneyのU検定
を行った。男女差の検定を行ったところ、「楽しさ」の評価に有意な差が見
られ、男子の得点（平均6.32，標準偏差0.94）が女子の得点（平均5.56，
標準偏差1.35）を上回った。また、ダンスの種類別に検定を行ったところ、
やはり「楽しさ」の平均値に有意な差が見られ、lock・hiphopの得点（平
均6.31，標準偏差1.31）がチアダンスの得点（平均4.93，標準偏差0.94）
を上回った。そこで、「楽しさ」と「性別」及び「種類別」の関係を確認す
る必要があるため、クロス集計を行った。
性別とダンスの種類のクロス集計
ダンスの種類
チアダンス lock・hiphop 合計
性別　　男 0 34 34
　　　　女 54 46 100
合計 54 80 134
　クロス表をみると、チアダンスは男子が0なので、先に行った性別によ
る評価の差の検定はlock・hiphopのみで、ダンスの種類による差の検定は
女子のみで行った。その結果、lock・hiphopで性別による評価の差はなかっ
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たが、女子のみで、楽しさの評価に有意な差が見られ、lock・hiphopの得
点（平均6.30，標準偏差0.96）がチアダンスの得点（平均4.92，標準偏差
1.32）を上回った。
　これらの結果から、対象者にとって対象となったダンスの授業は楽しい
ものであり、有能感も感じられたが、同時に恥ずかしさも感じていたという
ことがわかる。更に、ダンスができたという感覚が楽しさを感じさせるこ
とが示唆されたが、できないから恥ずかしい、恥ずかしさを感じると楽し
くない、とは必ずしも言えないことも示唆された。また、女子の中で、チ
アダンスよりもlock・hiphopの方が楽しいと感じられていたことがわかっ
た。
３．２．自由記述データのテキストマイニング
　本研究では、SPSS Text Analysis For Surveys 3.0 Japaneseを使用して、
出現数３以上のキーワードを抽出し、抽出したキーワードに対して、性別、
ダンスの種類別に集計・分析を行った。SPSSのデフォルト操作では単語レ
ベルに分解されたが、より解釈しやすくするために、係り受け関係を考慮
して単語同士をある程度紐付けした。
⑴　楽しかったとき
1　キーワードの出現頻度
◦全体
　「皆で一緒に踊っているとき」「振付を覚えられたとき」「踊っていると
き」「曲に合わせて踊ったとき」「踊れるようになったとき」「曲に合わせて
踊れたとき」などが上位を占めた。
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◦性別での層別
　「皆でダンスを合わせたとき」「技や難しい振付が踊れるようになったと
き」「皆と振りが合ったとき」「ついていけない・上手くできないとき」「皆
で集まって足を挙げたとき」「ジャンプの練習」は女子のみに抽出された
キーワードであった。
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◦ダンスの種類での層別
　「踊れるようになったとき」「すべて（楽しかった）」「技や難しい振付が踊
れるようになったとき」は、lock・hiphopにおいてのみ、「皆でダンスを合
わせたとき」「皆と振りが合ったとき」「皆で集まって足をあげたとき」「ジャ
ンプの練習」はチアダンスにおいてのみ抽出されたキーワードであった。
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 　全体的にみると、「覚えた（23）」「踊れた（41）」という有能感を示すも
のと、「踊ること（50）」自体を示すものに大別できる。次に「合った（11）」
「技・足上げ・ジャンプ（11）」にまとめることができる。有能感に関する
キーワードには、「振り付け（23）」を「覚えた（23）」ことと、「踊れた（41）」
という実感の2点が関係している。「現代的なリズムのダンス」は、「創作
ダンス」とは異なり、指導すべき「型のあるダンス」の授業であり、それ
は「指導者が動きのコツやポイントを指導し、学習者が思考錯誤しながら
（つまり、考えながら）体の動きとしてそれを体得していく…教えて考えさ
せる授業」（市川、2012）である。「型のある踊り」の授業は、単なるもの
まねに過ぎないのではないか、自主性や創造性を欠くのではないかと批判
されることもある。確かに、「型のある踊り」の学習は、教師の模範とな
る動きを見、「形」をまねすることから始まるが、それを身につけるには、
学習者自らがそれを審美的に見つめ、自主的に関与し創造的に学習を深化、
発展させる契機が不可欠である（生田、2007）ことを、私たちは経験から
もよく知っている。対象者は、教えられたことを見よう見まねで「覚える
過程」と、その結果「踊れたと実感する過程」、すなわち「教わること」と
83
ダンス学習の動機づけに関するテキストマイニング分析
「学ぶこと」の両方に楽しさを感じていることが示唆された。
　一方、「踊る」ことには「皆で（32）」「曲（23）」が関連しているので、自
分自身が踊れることも楽しいが、曲に合わせて仲間と一緒に踊ることが楽
しさを増幅させていることが推測される。「型のある踊り」は課題が明確で
あることから、学習者はポイントに立ち返りながら、お互いにアドバイス
し合うことを可能にする。課題が「形」として明確に存在するということ
は、集団で目的を共有できるということでもある。個人の学習の結果、集
団としても情報の蓄積が行われる。「形（型）」を媒介として、仲間と同じ
情報を共有していることからコミュニケーションが生じ、「信頼」が生ま
れ、時には互いの成果を評価しあう審査員となり、明確なフィードバック
を仲間に与える存在になる。今回、特にlock・hiphopの授業で、笑顔で和
やかに教えあう場面がよく見られた。自分が集団の一員であると感じられ
ることから「一体感」「連帯感」が生まれ、この「共にいる」という感覚
は、感動と喜びという、次への心理的なエネルギーとなる。みんなで共有
できる「型」のあるダンス授業は、集団への帰属意識に伴う楽しさをもた
らす構造を備えていることが推察される。
　また、授業では技やステップの名称も教え、一つずつ練習をさせたが、
個々のダンスの技についての楽しさを挙げる者は少数であった。教師によ
る一斉指導において黙々と個々の技を覚えているときより、「曲」をかけ
て踊る時間の方が楽しいと感じていることが示唆された。少数ながら挙げ
られた技は、チアダンスの中の「足を上げる」⇒バトマンコンビネーショ
ン（ライン）、「ジャンプ」⇒フライアウェイ、トータッチであり、華のあ
る大技が印象に残りやすいことがわかった。チアダンスでは「皆で」振り
やダンスを「合わせる」ことに楽しさが感じられていた。バトマンコンビ
ネーションはチーム全員で肩を組んで行う技であるので、皆で一緒に行う
楽しさから印象に残ったとも考えられる。
　「踊れるようになったとき（10）」「すべて（楽しかった）（10）」「技や難し
い振付が踊れるようになったとき」はlock・hiphopのみに出現したキーワー
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ドであった。lock・hiphopの授業では、12の技とステップを教えたが、学
習者には、どれも初めて目にすることから新鮮であったとともに、課題の
挑戦水準が適していたことから、主観的な印象ではあるが、彼らの集中度
はチアダンスよりも高かったように感じられた。それに対して、チアダン
スでは６つの技とステップと数は少ないものの、どれもやや難しいものが
用いられたことから、一つひとつをマスターするのに時間がかかり、曲を
かけて踊る時間が少なく、対象者は集中力を欠く場面もあった。学習者間
には能力の差が想定されるので、準備する課題はレベル等も考慮して豊富
に準備される必要がある。また、人がやや「退屈」を感じてしまう「低挑
戦×高能力」文脈の方が、学習者の経験の質向上にプラスの影響を及ぼす
（佐橋、2007）という報告もあることから、最初は、そこに居合わせる全て
の学習者が達成できる簡単な形（型）の習得から始めることも重要である。
これも主観的な印象に過ぎないが、チアダンスよりはlock・hiphopの学習
者の方がリラックスしており、笑顔や会話が多かったのも、女子のlock・
hiphopの得点が有意に高かったのも、lock・hiphopの学習内容が、学習者
の技能レベルに合っていたことがひとつの理由であると考えられる。
2　Webグラフ
　Webグラフとは、キーワードの出現頻度と共変関係（同時に出現する関
係）を視覚的に表したグラフであり、キーワードの「●」の大きさが出現
頻度の大きさをあらわし、ワード間を結ぶ線の太さが同時に使われる回数
の多さをあらわしている。ここでは、テキストマイニングで得られた出現
数10以上のキーワードのWebグラフを作成して分析した。
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〈皆で一緒に踊っているとき（19）〉
◦「皆で一緒に踊っているとき」は「曲に合わせて踊ったとき」と同時に
使われることが多い。
〈振り付けを覚えられたとき（15）〉
◦「振り付けを覚えられたとき」は、「上手に踊れたとき」「曲に合わせて
踊ったとき」と同時に使われることが多い。
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〈踊っているとき（14）〉
◦関連キーワードなし
〈曲に合わせて踊ったとき（13）〉
◦「曲に合わせて踊ったとき」は、「皆で一緒に踊っているとき」と同時に
使われることが多い。
〈踊れるようになったとき（13）〉
◦関連キーワードなし
〈曲に合わせて踊れたとき（10）〉
◦「曲に合わせて踊れたとき」は、「振り付けを覚えられたとき」、「笑顔
で踊ったとき」、「皆で一緒に踊っているとき」と同時に使われることが多
い。
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　上記の4つのWebグラフからは、皆で一緒に踊っているという一体感
は、特に曲をかけて踊る時間に感じられること、曲に合わせて踊る、上手
に踊るということのベースにあるのは振り付けを覚えることであることが
読み取れる。
3　コレスポンデンス分析
　コレスポンデンス分析によって、カテゴリ間の関係を視覚的に捉えると
ともに、キーワードの布置図と回答者の布置図を重ね合わせて、どの回答
者がどのようなことを言っているのかも把握した。イナーシャの寄与率か
ら、第2次元までで元のデータの17.8％を説明していることがわかった。
楽しかったことの列ポイント対称的正規化
　キーワードの布置図をみると、「曲に合わせて間違えずに上手に踊れたと
き」「曲に合わせて踊ったとき」「足をあげたとき」「皆で一緒に踊っている
とき」「振り付けを覚えられて、皆と合せて振りがあったとき」「ジャンプ
の練習」などが楽しかったとの意見が多いことがわかる。
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回答者の行ポイント対称的正規化
　これを回答者の布置図と合わせてみると、5つのグループに分かれてい
るようにみえる。①のグループは、曲に合わせて間違えずに上手に踊れた
とき、曲に合わせて踊ったとき、足をあげたとき、皆で一緒に踊っている
とき、振り付けを覚えられて、皆と合せて振りが合ったとき、ジャンプの
練習などの意見がみられ、多数派と捉えられる。②のグループは、新しい
振付を覚えるときとの意見がみられる。③のグループは、踊っているとき
との意見がみられる。④のグループは、すべて、笑顔で踊ったときとの意
見がみられる。⑤のグループは、踊れるようになったときとの意見がみら
れる。
　性別で層別を試みたが、男女でグループが形成されているようにみえな
かった。
　ダンスの種類で層別を試みたところ、以下の図の通り、①と②のグルー
プは、lock・hiphopのみに見られる意見であることがわかる。「すべて、笑
顔で踊ったとき」「踊れるようになったとき」はlock・hiphopの学習者の意
見であることがわかる。
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　「授業は楽しかったか」の回答、「ダンスはできたと思うか」の回答で層
別を試みたが、授業の楽しさ毎、ダンスの有能感毎にグループが形成され
ているようにみえなかった。
　以上のことから、「振り付けを覚え」「皆で一緒に」「曲に合わせて」「間
違えずに上手に」踊れたときに楽しさを感じているのが多数派であるが、
少数派として「新しい振付を覚えるとき」「踊っているとき」「すべて、笑
顔で踊ったとき」「踊れるようになったとき」の4つのグループも認められ
た。
⑵　恥ずかしかったとき
1　キーワードの出現頻度
◦全体
　「人前で発表したとき」「間違えた・失敗した・できないとき」が上位を
占めていた。
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◦性別での層別
　「人に見られているとき」「決めポーズのとき」は女子のみに抽出された
キーワードであった。
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◦ダンスの種類での層別
　チアダンスは2クラス合同で行い、クラスごとに見せ合いをしたため、
「クラスごとに発表したとき」はチアのみに抽出された。
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　全体的に見て「発表・見せ合い・みられること・撮影される（80）」、「間
違えた・失敗した・できない（38）」「踊ること自体（7）」「決めポーズ（3）」
の4つに大別できると考えられる。恥ずかしさについて、菅原は「羞恥は
対人不安の一部であり、ハジとテレの二つの要素から構成される感情であ
る」（菅原1998、p.19）としている。人前での不安や緊張は自己呈示に失敗
することへの「予期反応」であり、それが現実になると「羞恥」を感じる
（菅原1998、pp.88−90）。対人緊張とは、誰かに見られていることを意識し
つつ、会話、演技、その他のもろもろの行動を行う状況で、「人前での自分
に自信が持てない場面」（菅原1998、p.18）と言って良い。「テレ」は、照
れる、気恥ずかしい、はにかむ、恥じらうといった、「他者にとってなじみ
のない自己像が露呈すること」であり、「ハジ」は、体裁が悪い、きまり悪
い、面目ない、屈辱的、恥じ入るといった「社会的に受け入れられない自
己像が露呈する」ことである（菅原1998、p.19）。「発表・見せ合い・みら
れること・撮影される（80）」は、予期反応としての「対人緊張」に、「間違
えた・失敗した・できない（38）」は、結果としての「テレ、ハジ」にあた
ると考えられる。対象者は、一斉指導の間は教師の動きやダンス、自分の
動きに向いていた意識が、発表やカメラが自分に向くなどの「見られる」
場面では、一瞬で自我意識にもたらされ、自分に自信が持てない状況で自
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分は他者からどのような評価を受けるのかと緊張しながら踊り、実際に間
違えた・失敗した・できなかったなど自己呈示に失敗したときに恥ずかし
さを感じていたと思われる。
　しかし、６割以上の対象者が恥ずかしさを感じながら、同時に9割近くが
楽しさを感じていたこと、「対人緊張」を示すキーワードが80ありながら、
「自己呈示の失敗」はその半数程度であることなどから、緊張状態が喚起
した状況においても適切な対処行動をとった対象者もいたことが推察され
る。川崎は、事実の報告、内的状況の報告、ユーモア、謝罪、修復といっ
た「受容的対処」は、恥の感情に耐えて自身の非を率直に受け入れ、対処
する建設的な行動であると捉えている（川崎、2008）。これらは、今回の対
象者の中でもよく見られた対処行動であった。技やコンビネーションを大
げさに動き、おどけることでチームメイトの笑いを取るという行動は、特
に男子に見られた対処行動である。発表を終えるたびに「間違えた!」「悪
い!」「ごめん!」「次は大丈夫」という声もよく聞いた言葉である。発表で
間違うと、何をどう間違えたかチームメイトに詳細に話し、談笑する場面
も見られた。これらの対処行動が学習にリラックス効果をもたらしてくれ
たからか、集中力が途切れるということも特になかった。創作ダンスの授
業でみられる「動かない」対象者もいなかった。緊張した分、うまく発表
できるとチームメイトと歓声を上げて喜び合う姿も大いに見られた。
　一方、このような対処行動を見せず、素直で真面目におとなしく授業を
受けている学習者にも配慮が必要であると考えられる。なぜなら、拒否回
避欲求の強い者は「協調性」を評価してもらいたいと考えていて、現状を
維持するための自己抑制や自己調整能力を発揮し、他者からの否定的な評
価の有無に敏感であり、そのために集団から排除されるリスクを感じやす
い（太田ら、2004）からである。菅原は、他者からの拒否回避欲求の強い
人は、否定的評価を「恥」「きまりが悪い」という感情と結びつけ、肯定的
評価を受けた場合も「照れる」「はにかむ」といった「テレ」の感情を示
す、つまり、恥ずかしさは拒否回避欲求との結びつきが強いと述べている
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（菅原、1986）。恥ずかしさを言葉やユーモアで昇華させられる対象者はよ
いが、ダンスの授業では、「自分らしさ」を出しては仲間から変な人と思わ
れるのではないか、自分はどう見えているかと自我意識ばかりが増大し、
仲間から拒否されたくないという思いから、あまり意見を言わず、消極的
な態度で、しかし仲間に合わせようと他者に埋没しながら授業を受けてい
る学習者にも配慮しなければならないと考えられる。
　対人緊張や恥の発生場面は、耐え難い状況であるとともに、対処の仕方で
成長の礎にもなる。恥ずかしいからといって発表の場面を減らしたり（古
木、2010）、「のって踊りましょう」（島田ら、2010）と指示するだけでは
なく、言語化やユーモアを含めた受容的な対処を促すことが有効であると
考えられる。恥ずかしいのは人間であれば自然な感情であるとの認識のも
と、それを受け入れて援助することで有能感や楽しさに繋げることも可能
であるように思われる。
2　Webグラフ
〈人前で発表したとき（47）〉
 ◦「人前で発表したとき」は、特に、「ビデオ撮影された（映った）とき」、
「間違えた・失敗した・できないとき」と同時に使われることが多い。
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〈間違えた・失敗した・できないとき（38）〉
 ◦「間違えた・失敗した・できないとき」は、とくに「人前で発表したと
き」と同時に使われることが多い。
　
〈ビデオ撮影された（映った）とき（11）〉 
◦「ビデオ撮影された（映った）とき」は、特に「人前で発表したとき」
と同時に使われることが多い。
〈半々・男女に分かれて見せ合ったとき（10）〉
◦関連キーワードなし
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　以上３つのWebグラフからは、「人前で発表したとき」、「ビデオ撮影さ
れた（映った）とき」、「間違えた・失敗した・できないとき」と同時に使
われることが多いことがわかる。緊張状態と自己呈示の失敗が関連してい
ることが理解できた。
3　コレスポンデンス分析
　コレスポンデンス分析の結果、イナーシャの寄与率をみると、第2次元
までで元のデータの49.6％を説明していることがわかった。
恥ずかしかったときの列ポイント対称的正規化
　キーワードの布置図をみると、「クラスごとに発表したとき間違えた・失
敗した・できなかったことが恥ずかしい」「人前で発表したときやビデオ撮
影されたときが恥ずかしい」「見せ合ったときなど人に見られているときが
恥ずかしい」という意見がみられる。
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回答者の行ポイント対称的適正化
　これに回答者の布置図を重ねてみると、4つのグループに分類される。
①のグループは、クラスごとに発表したとき、間違えた・失敗した・でき
なかったときという意見が多い。②のグループは、人に見られているとき
という意見が多い。③のグループは、半分・男女に分かれて見せ合ったと
きという意見が多い。④のグループは、人前で発表したときやビデオ撮影
されたときという意見が多い。
　性別での層別を試みたが、性別でグループが形成されているようにみえ
なかった。
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　ダンスの種類で層別を試みたところ、lock & hiphopの意見は右側にかた
まっているようにみえるので、彼らは自己呈示の失敗よりも、緊張状態に
よる不安を感じていたことが推察される。
　「ダンスは恥ずかしかったか」の回答で層別を試みたが、ダンスの恥ずか
しさでグループが形成されているようにはみえなかった。
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　「ダンスはできたと思うか」の回答で層別を試みたところ、図の通り、ダ
ンスがよくできなかった（1、2の評価を付けた対象者）は上側に意見が
かたまっている。間違えた、失敗したといった自己呈示の失敗による恥ず
かしさは有能感の低い対象者に多いことが理解でき、妥当な結果であると
思われる。
　以上のことから、「自己呈示に失敗したときに恥ずかしさを感じるグルー
プ」と「緊張不安を感じるグループ」の2つが多数派であるが、少数派と
して「人に見られているとき」「男女に分かれて見せ合ったとき」の2つの
グループも認められた。また、lock & hiphopの対象者は、緊張状態による
不安を感じていたこと、自己呈示の失敗による恥ずかしさは有能感の低い
対象者に多いことも認められた。
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５．結論
　市立K中学校の1，2年生134名を対象に調査を行い、「現代的なリズム
のダンス」学習の楽しさと恥ずかしさについて分析することを目的とした。
考察の結果、以下のような結論を得た。
1.対象者は、対象となったダンスの授業を楽しいと感じ、有能感も感じ
ていたが、同時に恥ずかしさも感じていた。有能感と楽しさの間には中
程度の正の相関が認められ、有能感と恥ずかしさ、恥ずかしさと楽しさ
の間には弱い負の相関が認められた。また、女子は、チアダンスよりも
lock・hiphopダンスの方が楽しいと感じていた。
2.対象者は、教えられたことを「覚える過程」と「踊る過程」の両方に楽
しさを感じるが、後者の方がより楽しいと感じ、「仲間と一緒」に「曲」
をかけて「笑顔」で踊ることで楽しさが深まることが示唆された。学習
内容が、学習者の技能レベルにあっていることも楽しさを感じさせるた
めの要因であった。
３.「振り付けを覚え」「皆で一緒に」「曲に合わせて」「間違えずに上手に」
踊れたときに楽しさを感じているのが多数派であった。少数派ではある
が「新しい振付を覚えるとき」「踊っているとき」「すべて、笑顔で踊っ
たとき」「踊れるようになったとき」の4つのグループも認められた。
4.対象者が感じた恥ずかしさは、「発表・見せ合い・見られること・撮影
される」場面の「対人緊張による不安」と「間違えた・失敗した・でき
なかった」などの「自己呈示の失敗」に大別でき、両者は相互に関連し
ていることが示唆された。
5.「自己呈示に失敗したときに恥ずかしさを感じるグループ」と「緊張不
安を感じるグループ」の2つが多数派であった。少数派であるが、「人に
見られているとき」「男女に分かれて見せ合ったとき」の2つのグループ
も認められた。また、lock & hiphopの学習者は、緊張状態による不安を
感じていたこと、自己呈示の失敗による恥ずかしさは有能感の低い学習
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者に多いことも認められた。
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